
令和５年度二本松北小学校 学校だより Ｎｏ．７５ 令和５年１２月１５日

文責：校長 大内雅之

コミュニティ・スクール「地域とともにある学校づくり」の推進
～第２回学校運営協議会開催～

今年度からスタートしたコミュニティー・スクール。以前の
学校だよりでもお話ししていますが、コミュニティスクールは
「地域とともにある学校づくり」に向けたシステムです。その
母体となるのが、「学校運営協議会」。１３日、第２回の会合を
開きました。
今回の学校運営協議会では、校長から学校の現状についてお

話しさせていただいた後、全学級の授業参観をしていただきま
した。その後、委員の皆さん中心に「熟議（多くの当事者が「熟
慮」と「議論」を重ねながら、共通認識・課題解決をしていく
こと）」を行いました。授業参観の感想を交えながら、「地域の
人・もの・こととのかかわりを生かした教育活動のために、学
校・保護者・地域にできること」「学校がわくわくする場、ほ
っとする場であるために、学校・保護者・地域にできること」
をテーマに話し合いを行いました。委員の皆さんからは次のよ
うな話をいただきました。
「どの学級も活発に活動していた。特に１年生の成長を感じた。」
「タブレットを活用している姿が印象的だった。今の時代に合
った教育を進めていると感じた。」

「子どもをよくするためにはまず大人から。町内会－育成会の
つながりが希薄になってきている。 お互いの意見を聞き合うような場が必要ではないか。」

「コロナ禍以降、学校へ地域の方が訪れる機会が減ってきている。授業参観などで学習に参加す
る機会を増やしてはどうか。」

「学校の授業で講師やゲストティーチャーなどを探す際には、様々な立場にいる学校運営協議会
のメンバーに相談してみてはどうか。」
「以前は『ありがとうポスト』という活動をしていた。検討をしてみてはどうか。」
など様々な意見をいただきました。前回の学校運営協議会で提案された「子どもたちでの SNS
に関する標語づくり」が実現できたこともあり、今回の意見も学校運営に反映できたらと考えて
います。また、道路拡張に伴う校庭西側の土留めに対する意見や植えられている植栽の歴史につ
いても教えていただきました。学校だけではなかなか分からない、気付かないことなどを教えて
いただくこともでき感謝しています。
あらためて今年度の学校運営委員１３名を紹介します。どうぞよろしくお願いします。
○ 加藤 純一 様（R4学校評議委員 表地区主任児童委員） ※学校運営委員会会長
○ 石川 和彦 様（R4学校評議委員 PTA 会長） ※学校運営委員会副会長
〇 安齋 瞬 様（PTA運営委員長） ○ 後藤 大介 様（前 PTA 会長）
○ 安部 玲子 様（R4学校評議委員） ○ 鹿野 春美 様（R4学校評議委員）
〇 加藤 大史 様（二本松青年会議所） 〇 菅野 博子 様（二本松市婦人会）
〇 板橋 典子 様（にほんまつ保育園長） 〇 五十嵐理紗 様（大学生）
○ 菅野 恒雄 様（二本松地区代表 若宮町内会長）
〇 阿部 正彦 様（塩沢地区代表 塩沢 1-1区長）
〇 手塚 俊勝 様（北っ子見守り隊 郭内町内会長）

新 欠席・遅刻等の連絡方法 試行中
～WEB（Google form）での報告に協力を～
朝の時間帯の欠席等の連絡をスムーズに行えるように、WEB 上での報告を試
行しています。URL や QR コード については 配布いたしました文書・
メールでご確認ください。試行を通して、問題点を解消してきたいと考えてい
ますのでご協力をお願いします。

【お詫び】No74 賞状伝達の記事で以下の抜けがありました。申し訳ありませんでした。
＊追加 第 28回智恵子のふるさと小学生紙絵コンクール 佳作 ５年 橘 伊織（敬称略）

 

輝け！北っ子！


